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あわらのふだんのくらしのしあわせを届ける広報誌

あ わ ら
社 　 協
だ よ り

表紙の写真

認知症と暮らしを考える会
VR（バーチャルリアリティ）で
認知症の世界を体験しました

　勝山市認知症キャラバンメイトのOmochè（おも
しぇ）を講師にお迎えし、VRゴーグルを使って 、幻視
や物の距離感がわからなくなる体験をしました。認知
症の人への理解が深まる機会となりました。

認知症を“体験”しよう

インスタグラムもあわせてご覧ください 〉〉〉
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調理ボランティアは 一人あたり年４回～５回の活動です

▲肉は火が通りにくいので、しっかり炒めます。

りんごをうさぎの形に　
切りました▶

調理ボランティアについて
　「さくらんぼ」、「すいせん」、「スイトピー」
「マーガレット」、「ひまわり」の５つのボラン
ティアグループがあり、みんなで楽しく活動して
います。

調理ボランティア当日の流れ
①あわら市学校給食センター内にある「食育スタジオ」に
８時30分前後に集まり、健康チェックを行います。

②着替えなど調理前の準備をします。

③ミーティングで献立の確認や役割分担等を行います。

④手分けをして調理を行います。料理ができたら、容器に盛
り付けて完成です。

⑤調理器具やごみ等の片づけをして、11時頃に解散します。

活動すると ボランティアポイントが 貯まります

安全に活動していただくために
・各グループが交代で活動を行うため、１人あたりの活動

は年間４〜５回となります。

・当日ご都合が悪くなった場合は、お休みいただけますの
で、ご連絡ください。

・調理中のケガは、社協が加入する傷害保険の補償対象
となります（行き帰りの自動車の運転中は対象外です）。

・令和７年４月現在で34名の調理ボランティアが活動し
ています。

　１回活動すると福縁ボランティアポイントが１ポイント貯まります。
　10ポイント貯まると活動証明書が発行され、恐竜博物館などの県内施設で優待サービスを
利用できます。

過去の 調理ボランティアさん お弁当ギャラリー

お問い合わせ先：あわら市社会福祉協議会 ☎ ７３ー２２５３

活動に関心のある方はお気軽にお問い合わせください。

◀出来上がったおかずをみんなで協力して盛り付けます

出来上がったお弁当は…
・完成したお弁当は、配食ボランティアによって配達さ

れます。

・栄養価を考慮しつつ、季節感や行事食を取り入れたお
弁当は、利用者から毎回大変喜ばれています。

・令和７年４月現在で39名の方が配食サービスを利用し
ています。
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　令和６年度から着手した金津雲雀ヶ丘寮の経営改善については、全体目標を
「質の高いサービスと安定した経営」とし、定員・設備等を有効活用することと、
質の高いサービスの提供はそのままに経営を効率化することを目指して取り組ん
できました。
　令和７年度は全体目標に「実施事業の明確化」を追加し、超高齢社会で変
化する地域ニーズを見据えて事業のあるべき姿を明らかにし、更なる経営改善
に取り組んでいきます。

金津雲雀ヶ丘寮部門

収 入 支 出

経営を改善するために

かいご  を支える３つの目標

1

　各事業所ごとの目標稼働
率を達成することにより、収
入の確保を図ります。
　また、固定化した経費や
修繕費などを抜本的に見直
し、経費の節減を図ります。

収支構造の改善
安定した運営を図るために

2

　各事業所において入所
者・利用者の確保に取り組
むとともに、利用決定から
利用開始までの期間の短縮
を図り、サービスの向上につ
なげます。

入所者・利用者の確保
利用者のQOL向上のために

3

　あらゆる機会を活用して
人材確保に努めるとともに、
外国人技能実習生の受け入
れに取り組み、サービスの
向上に努めます。
　また、ICT機器の導入・活
用を進め、QOL向上に努め
ます。

介護人材の確保

① 介護保険収入 560,627
② 措置費収入 116,136
③ その他の収入（受託金収入など）
 13,485

合　計 690,248
（単位：千円）

① 人件費支出 419,749
② 事業費支出 124,970
③ 事務費支出 104,893
④ その他の支出 16,990

⑤ 当期末支払資金残高 23,646
合　計 690,248

（単位：千円）

⑤

①
60.8%

①
81.2%

②
18.1%

2.5%

②
16.8% ③

15.2%

③2.0%

④

3.4%

地域のつながりをつくるために

令和７年度

事
業
計
画

予
算

　あわら市社会福祉協議会は、老人福祉センター内に事務局を置く法人本部（主に地域福祉事業）
と、金津雲雀ヶ丘寮（主に介護保険事業）の２つの事業所に分かれて事業を行っています。
　本誌では、市民の皆さまにそれぞれの事業内容をお知らせするため、部門ごとに事業計画と
予算を掲載いたします。

　物価の上昇傾向が続いているため、収入の少ない世帯や年金生活の方に
とっては、家計の運営が大変厳しい状況になっています。また、家族構成や
地域社会の変化により、福祉課題も多様かつ複雑になっています。
　本会は、誰もが安心して住み続けられる地域社会を実現するため、相談対
応力の強化や地域で支え合う新たな仕組みづくりを進め、住みやすい福祉の
まちの実現に努めてまいります。

法人本部部門

ふくし  を支える３つの目標

1

　多様な生活様式や価値観
により、住民同士で顔を合
わせる機会が減っています。
孤立や貧困など課題を抱え
る人を見つけ支援するため、
地域での情報共有や相互に
支え合う体制の強化を図り
ます。

地域住民活動の推進

収 入 支 出

多様な相談に対応するために
2

　家族・親族間のつながり
が弱まり、家庭内の生活課
題が複雑になっています。多
様な問題に対応するため、
相談体制の強化と、関係機
関や地域とのネットワーク
づくりを進めます。

相談支援体制の強化
新たなサービスを提供するために
3

　「いきいきテラスいちひ
め（老人福祉センター市姫
荘）」の新たな利活用を推
進するとともに、老朽化した
事務システム・機器を更新
し、事業基盤の整備を進め
ます。

管理施設の利活用

① 会費収入 5,720
② 補助金収入 43,864
③ 受託金収入 68,478
④ その他の収入（共同募金配分金
収入、寄付金収入など）  19,427

⑤ 拠点区分間繰入金収入 16,664
⑥ 前年度繰越金 10,186
合　計 164,339

（単位：千円）
① 人件費支出 105,546
② 事業費支出 7,823
③ 事務費支出 21,827
④その他の支出 （共同募金配分金
支出、助成金支出など） 29,143

合　計 164,339
（単位：千円）

①
64.2%

　　 ②
4.8%

②
26.7%

③
13.3%

④
11.8%

③
41.7%

⑤
10.1%

④
17.7%

①⑥
3.5%6.2%
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「家族介護者の会」のご案内「家族介護者の会」のご案内

問い合わせ先　あわら市社会福祉協議会 ☎７３−２２５３

　「家族介護者の会」はご自宅で家族を介護している方が集まり、リフレッシュした
り悩みを相談したりできる場です。年間を通してお花見や買い物、クリスマス会、
研修会などを行っています。参加してみたいという方は、下記までお気軽にお問い
合わせください。お待ちしております。

バラ観賞 介護食研修

5/21 （水） 「いきいきひろば」 開催のお知らせ5/21 （水） 「いきいきひろば」 開催のお知らせ
13：30〜15：30

（受付13：00〜）
自分の身体を見直す時間を作りませんか？
体験の後は、カフェコーナーでくつろいでください。
自分の身体を見直す時間を作りませんか？
体験の後は、カフェコーナーでくつろいでください。

【初心者向けピラティス】
時間　１４：００～１４：３０

要予約

【セラピューティック・ケア体験】
時間　１３：３０～１５：３０内で随時受付

予約不要

定　員　12名
申込先　７３ー２２５３
定員になり次第受付は終了します。
動きやすい服装でご参加ください。
マット用意あり（持参不要）

　着衣の上から手のぬくもりで心身をほぐすタッチ
ケアです。
　１名につき５～10分程度。
　希望者が多数の場合は待ち時間がありますので、
ご了承ください。

お申し込み・お問い合わせ　あわら市社会福祉協議会 ☎７３−２２５３

参加費 　１００円（飲物代）
どちらかだけの参加もＯＫ

会場  いきいきテラスいちひめ（市姫荘）
　　  あわら市市姫２丁目３１番６号

た
し
ま
い
ざ
ご
う
と
が
り
あ
力
協
ご

令和６年度募金総額

8,300,569円
（令和７年３月31日現在）

令和６年度の募金は、
令和７年度の事業に活用されます

募金でつながる、やさしいまちへ

福井県全域の活動や
被災地支援のために

あわら市を含む県域の活動や
災害時の支援金など

生活に困っている
世帯のために

困窮世帯への現物給付や
援護金の配付など

障がいのある人や
その家族のために

障がい者やその家族の
情報交換や交流活動など

高齢者が生き生きと
過ごすために

老人クラブの活動や
認知症予防の活動など

皆さまから寄せられた募金は、
たとえばこんな活動に役立てられます。

子どもや青少年の
健全育成に

児童遊具の整備や
子ども会の行事など

住民のふれあい活動や
暮らしの支援に

地域でのサロン活動や
車椅子の無料レンタルなど

　
10
月
１
日
か
ら
３
月
31
日
ま
で
全
国
一
斉
に

行
わ
れ
た
︑
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
に
お
き

ま
し
て
︑
多
く
の
皆
さ
ま
に
温
か
い
ご
支
援
を

い
た
だ
き
︑
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
︒

　
ま
た
︑
募
金
活
動
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
関

係
者
の
皆
さ
ま
に
も
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
︒

　
皆
さ
ま
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
募
金
は
︑
地
域
で

の
つ
な
が
り
を
絶
や
さ
な
い
た
め
の
活
動
や
︑

安
全
な
暮
ら
し
の
た
め
の
支
援
な
ど
︑
あ
わ
ら

市
が
皆
に
優
し
い
﹁
ふ
く
し
の
ま
ち
﹂
に
な
る

た
め
の
活
動
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
︒

　
今
後
も
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
︒
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「家族介護者の会」のご案内「家族介護者の会」のご案内

問い合わせ先　あわら市社会福祉協議会 ☎７３−２２５３

　「家族介護者の会」はご自宅で家族を介護している方が集まり、リフレッシュした
り悩みを相談したりできる場です。年間を通してお花見や買い物、クリスマス会、
研修会などを行っています。参加してみたいという方は、下記までお気軽にお問い
合わせください。お待ちしております。

バラ観賞 介護食研修

5/21 （水） 「いきいきひろば」 開催のお知らせ5/21 （水） 「いきいきひろば」 開催のお知らせ
13：30〜15：30

（受付13：00〜）
自分の身体を見直す時間を作りませんか？
体験の後は、カフェコーナーでくつろいでください。
自分の身体を見直す時間を作りませんか？
体験の後は、カフェコーナーでくつろいでください。

【初心者向けピラティス】
時間　１４：００～１４：３０

要予約

【セラピューティック・ケア体験】
時間　１３：３０～１５：３０内で随時受付

予約不要

定　員　12名
申込先　７３ー２２５３
定員になり次第受付は終了します。
動きやすい服装でご参加ください。
マット用意あり（持参不要）

　着衣の上から手のぬくもりで心身をほぐすタッチ
ケアです。
　１名につき５～10分程度。
　希望者が多数の場合は待ち時間がありますので、
ご了承ください。

お申し込み・お問い合わせ　あわら市社会福祉協議会 ☎７３−２２５３

参加費 　１００円（飲物代）
どちらかだけの参加もＯＫ

会場  いきいきテラスいちひめ（市姫荘）
　　  あわら市市姫２丁目３１番６号

た
し
ま
い
ざ
ご
う
と
が
り
あ
力
協
ご

令和６年度募金総額

8,300,569円
（令和７年３月31日現在）

令和６年度の募金は、
令和７年度の事業に活用されます

募金でつながる、やさしいまちへ

福井県全域の活動や
被災地支援のために

あわら市を含む県域の活動や
災害時の支援金など

生活に困っている
世帯のために

困窮世帯への現物給付や
援護金の配付など

障がいのある人や
その家族のために

障がい者やその家族の
情報交換や交流活動など

高齢者が生き生きと
過ごすために

老人クラブの活動や
認知症予防の活動など

皆さまから寄せられた募金は、
たとえばこんな活動に役立てられます。

子どもや青少年の
健全育成に

児童遊具の整備や
子ども会の行事など

住民のふれあい活動や
暮らしの支援に

地域でのサロン活動や
車椅子の無料レンタルなど

　
10
月
１
日
か
ら
３
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31
日
ま
で
全
国
一
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に

行
わ
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た
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赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
に
お
き

ま
し
て
︑
多
く
の
皆
さ
ま
に
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す
︒

　
ま
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︑
募
金
活
動
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
関

係
者
の
皆
さ
ま
に
も
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
︒

　
皆
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か
ら
寄
せ
ら
れ
た
募
金
は
︑
地
域
で

の
つ
な
が
り
を
絶
や
さ
な
い
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の
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や
︑

安
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な
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し
の
た
め
の
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な
ど
︑
あ
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が
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に
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ふ
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し
の
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﹂
に
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の
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に
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︒
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︒
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・
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金

職
域
募
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な
ど
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温
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温
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藤
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司
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温
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友
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介
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小
泉
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事
務
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戸
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好
夫

　
㈲
な
る
ざ

　
華
筑
紫

　
番
場
　
博
美

　
平
田
　
豪

赤
い
羽
根
共
同
募
金
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
（
敬
称
略
）

※
募
金
を
い
た
だ
い
た
時
点
で
の

　お
名
前
・
所
在
地
で
記
載
し
て
い
ま
す
。

8ひだまり　vol.127



■
牛
山
区

　
扇
田
　
佳
直

　
木
下
　
雅
司

　
坂
井
　
幹
夫

　
北
陸
紡
績
㈱

■
国
影
区

　
Ｑ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ‘
ｓ
　
ｃ
ａ
ｆ
ｅ

　
社
会
保
険
労
務
士
　
谷
川
和
穂
事
務
所

　
坪
川
　
要
一
郎

　
藤
本
　
礼
子

■
新
成
区

　
北
風
　
貴
美
子

　
谷
川
　
眞
由
美

■
井
江
葭
区

　
㈲
芦
原
造
園

　
北
口
工
務
店

　
前
田
板
金
工
業

　
焼
肉
食
堂
あ
ら
い
え

■
宮
王
区

　
㈲
あ
る
く
カ
ン
パ
ニ
ー
リ
ミ
テ
ッ
ド

　
浜
谷
石
材

　
福
田
商
店

　
ケ
ア
ハ
イ
ツ
芦
原

■
番
田
区

　
伊
藤
　
俊
恵

■
田
中
々
区

　
㈱
芦
原
冷
間
鍛
造

■
轟
木
区

　
安
父
　
正
之

　
麻
王
　
俊
和

　
麻
王
　
秀
昭

　
國
重
　
良
治

　
寺
崎
　
稔

　
東
出
　
芳
輝

■
新
田
区

　
荒
川
　
久
男

　
五
十
嵐
　
治

■
東
善
寺
区

　
江
川
　
總
英

　
坂
井
地
区
医
師
会

　
菅
安
　
美
枝
子

　
八
田
経
編
㈱

■
谷
畠
区

　
伊
藤
　
尊
泰

　
坪
田
　
利
弘

　
三
上
　
栄
治

　
三
上
　
圭
一

　
三
上
　
慶
子

　
三
上
　
友
子

　
三
上
　
元
子

■
上
番
区

　
伊
藤
　
英
子

　
伊
藤
　
守
男

　
宮
川
　
重
文

　
宮
川
　
民
枝

■
根
上
り
区

　
笹
原
　
み
ち
代

■
仏
徳
寺
区

　
石
黒
　
豊

　
伊
藤
　
清
明

　
中
嶋
　
由
昭

　
中
嶋
　
芳
邦

　
吉
田
　
昭
博

　
吉
田
　
純
一

■
翠
明
区

　
三
谷
　
秀
人

■
光
明
区

　
青
池
　
猛

　
中
沢
　
俊
昭

■
御
鷹
区

　
坂
井
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
清
水
　
成
子

　
山
﨑
　
清

■
中
番
区

　
あ
わ
ら
農
産

　
徳
丸
理
髪
店

　
な
か
ば
ん
農
園

　
(医)
藤
田
医
院

　
藤
田
電
工

　
藤
田
　
は
で
子

　
㈲
奉
仕
堂

　
も
ち
っ
こ
会

■
下
番
区

　
北
嶋
　
彰
喜

　
北
島
　
省
三

　
北
嶋
造
園

　
北
嶋
鶏
肉
店

　
北
嶋
　
美
智
子

　
北
嶋
　
ま
ち
枝

　
斉
藤
左
官
タ
イ
ル
工
作
所

　
新
宅
　
宏
子

　
土
田
　
ゆ
り
子

　
な
が
た
接
骨
院

　
み
ち
や
オ
ー
ト

　
ユ
ニ
オ
ン
オ
ー
ト
㈱

■
河
間
区

　
㈲
デ
ミ
セ
保
険
事
務
所

　
前
川
　
明
美

■
宮
前
公
文
区

　
齋
藤
　
壽
三
雄

■
角
屋
区

　
小
木
電
機
㈲

■
中
浜
区

　
カ
ッ
ト
美
ク
ラ
ブ
シ
ン
ゴ
ー

　
近
藤
　
浩
子

　
田
崎
　
正
實

　
本
荘
建
設
㈲

　
村
田
　
秀
行

　
吉
井
建
設
工
業

　
ア
セ
ゾ
ネ

■
北
潟
東
区

　
北
潟
漁
業
協
同
組
合

　
㈲
竹
田
材
木
店

　
竹
田
　
勝
利

　
冨
田
理
美
容
店

　
丸
岡
　
栄
一

　
見
澤
　
榮
一

　
見
澤
　 

啓
子

　
見
澤
　
淳
子

　
見
澤
　
昌
純

　
八
木  

文
子

■
北
潟
西
区

　
佐
賀
　
喜
代
美

　
佐
賀
　
繁
次

　
西
コ
ン
バ
イ
ン
利
用
組
合

■
富
津
区

　
西
森
　
幸
作

■
浜
坂
区

　
小
林
　
茂

　
坂
井
　
良
次

　
堂
野
　
幸
治

　
中
立
　
徳
太

　
浜
坂
区

　
福
井
県
観
光
開
発
㈱
芦
原
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

　
山
本
商
店

　
吉
崎
屋
商
会

■
波
松
区

　
坂
井
　
優

　
福
井
鐵
工
㈱
あ
わ
ら
工
場

　
山
岸
　
嘉
郎

■
新
区

　
麻
畑
　
久
人

　
稲
田
　
実

　
エ
ー
デ
ン
㈱

　
金
津
産
婦
人
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
㈱
北
島
工
務
店

　
斉
藤
　
哲
雄

　
沢
崎
　
英
昭

　
竹
内
　
亨

　
前
田
工
務
店

　
吉
川
　
勝
雄

　
フ
ラ
ワ
ー
＆
フ
ル
ー
ツ
い
が
ら
し

　
妙
安
寺
こ
ど
も
園

　
渡
邊
　
玲
子

■
古
区

　
浅
地
　
満
夫

　
い
ち
ひ
め
こ
ど
も
園

　
大
木
下
　
俊
次

　
㈲
オ
カ
モ
ト
工
務
店

　
奥
田
　
利
枝

　
笠
谷
　
義
光

　
か
つ
ら
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
㈱
キ
ノ
シ
タ
住
宅

　
き
む
ら
接
骨
院

　
後
藤
建
設
㈱

　
田
川
理
容
店

　
谷
口
　
璟

　
㈱
バ
ロ
ー
金
津
店

　
(福)
仁
善

　
堀
端
　
昭
市

　
三
上
萬
国
堂

　
菱
光
サ
イ
ジ
ン
グ
㈱

　
野
口
　
久
子

■
東
区

　
㈱
坂
井
農
機

　
甘
党
本
陣
　
嵯
峨

　
志
田
　
光
博

　
高
木
　
四
郎

　
高
木
　
芳
子

　
津
谷
歯
科
医
院

　
白
藤
こ
ど
も
園

■
六
日
区

　
稲
田
　
秀
治

　
稲
田
理
容
所

　
角
惣

　
北
栄
電
機
㈱

　
教
順
寺

　
坂
野
　
靖
子

　
佐
々
木
理
容
所

　
善
蓮
寺

　
玉
木
畳
店

　
坪
田
　
建
昭

　
松
代
屋

　
林
　
公
枝

■
旭
区

　
美
容
室
ｃ
ｏ
ｃ
ｏ

■
新
富
区

　
味
の
よ
し
だ
や 

し
の
ぶ
庭

　
い
と
う
会
計

　
江
口
理
容
室

　
金
津
旅
行
会

　
㈱
サ
カ
ノ
デ
ン
キ

　
笹
岡
工
業
所
㈱

　
玉
寿
司

　
ニ
シ
タ
㈲

　
Ｎ
Ｏ
Ｂ
Ｕ 

ｍ
ｏ
ｒ
ｉ
ｍ
ｏ
ｔ
ｏ 

森
本  

信
幸

　
平
田
酒
店

　
㈱
松
木
商
会

　
若
桜

■
天
王
区

　
喫
茶
　
や
ん
ち
ゃ

　
㈱
中
本
電
機
製
作
所

　
森
　
和
代

■
水
口
区

　
奥
村
医
院

　
木
村
　
雅
彦

　
小
絹
屋
　
石
沢
　
昌
徳

　
齋
藤
　
友
江

　
サ
ク
ラ
イ
オ
ー
ト

　
櫻
井
　
雅
康

　
サ
ハ
ラ
フ
ォ
ト

　
沢
井
歯
科
医
院

　
正
山
　
佳
津
子

　
ス
ガ
ハ
ラ
洋
傘
店

　
杉
田
整
骨
院

　
す
て
て
こ
㈱

　
馬
面
昭
栄
堂
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■
十
日
区

　
永
臨
寺

　
お
お
ま
き
屋

　
汐
見
医
院

　
坪
田
ふ
と
ん
店

　
㈲
林
厚
生
堂
薬
局

■
上
八
日
区

　
山
田
　
諭

■
八
日
区

　
㈱
山
岸

■
下
八
日
区

　
青
清

　
㈱
エ
ム
エ
ー
電
機

　
石
田
　
美
千
枝

　
馬
忠
呉
服
店

　
土
岐
　
良
一

　
安
田
　
俊
雄

■
坂
ノ
下
区

　
有
馬
　
ひ
と
み

　
今
井
　
み
ゆ
き

　
大
久
保
　
嘉
雄

　
貝
吹
　
文
子

　
ギ
フ
ト
和
久

　
布
谷
　
雪
枝

　
㈲
林
車
輌
工
業
所

　
ミ
ツ
イ
㈱

■
新
用
区

　
上
谷
　
健
一

　
辻
　
孝
之

■
馬
場
区

　
上
村
商
店

　
さ
か
の
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
８
番
ら
ー
め
ん
金
津
店

　
カ
ナ
ヅ
ス
ポ
ー
ツ

　
小
平
　
秀
夫

　
宮
﨑
　
成
繁

　
渡
辺
　
勤
也

　
高
屋
　
直
充

　
坪
田
　
春
和

　
堀
井
　
敬
靖

■
春
日
区

　
野
尻
印
房

　
㈲
宮
腰
建
築

■
榛
ノ
木
原
区

　
㈱
浅
穂

　
㈱
石
川
工
務
店

　
㈱
オ
ン
デ
ィ
ー
ヌ

　
㈱
金
津
相
互
タ
ク
シ
ー

　
金
津
電
設
㈱

　
㈱
榊
組

　
清
水
　
幸
枝

　
㈱
瀬
川
機
工

　
第
一
建
設
㈱

　
㈱
土
田

　
西
島
木
材
㈱

　
㈱
木
馬

　
㈲
嶺
北
自
動
車

■
北
稲
越
区

　
臼
井
　
希
佳

　
江
川
　
慎
二

　
江
川
　
忠
博

　
大
角
　
嘉
一

　
大
角
　
寛
也

　
小
川
　
隆
一

　
金
子
　
久

　
小
玉
　
信
行

　
小
林
　
武
男

　
駒
田
　
哲
也

　
阪
井
　
奈
里
子

　
杉
村
　
憲
司

　
杉
村
　
昌
吾

　
杉
本
　
修
一

　
瀬
川
　
俊
幸

　
滝
川
　
正
夫

　
谷
川
　
博
幸

　
谷
川
　
吉
治

　
谷
川
　
吉
弘

　
坪
田
　
治

　
坪
田
　
雄
志

　
豊
田
　
敏
幸

　
西
川
　
佳
里

　
西
川
　
佳
男

　
平
野
　
郁
雄

　
平
野
　
ひ
と
み

　
平
野
　
義
輝

　
松
本
　
勉

　
宮
川
　
才
治

　
宮
崎
　
淳
一

　
宮
崎
　
旨
夫

　
森
川
　
健

　
森
川
　
烈

　
森
川
　
洋
光

　
山
際
　
佐
登
美

　
山
口
　
正
男

　
山
口
　
正
博

　
吉
岡
整
骨
院

　
吉
川
　
貴
之

　
和
田
　
浩
一

■
向
ヶ
丘
区

　
清
水
　
良
恵
他
有
志
一
同

■
桜
ヶ
丘
区

　
㈲
な
か
や

　
豊
友
会
（
坂
井
福
祉
会
）

　
リ
ン
プ
美
容
室

　
レ
ン
ゴ
ー
㈱
金
津
工
場

■
伊
井
区

　
上
鉄
工
業
㈱

　
圓
道
　
由
美

　
小
南
石
材
加
工
所

　
中
嶋
　
隆
愛

　
中
嶋
　
忠
彦

　
中
嶋
　
秀
行

　
㈱
ひ
な
た
工
房

　
堀
川
　
正
樹

　
森
川
　
博
幸

■
古
屋
石
塚
区

　
梶
岡
　
浩
二

　
齋
藤
　
貢

　
酒
井
　
む
津
子

　
㈱
昇
光
家
具

　
白
川
　
文
雄

　
西
川
　
義
雄

　
西
田
　
佳
央

　
野
嶋
　
哲
哉

　
古
川
　
隆
志

■
桑
原
区

　
川
島
　
茂
志

　
北
岡
　
治
三

　
古
南
　
英
市

　
高
橋
　
博
之

　
竹
内
　
善
友

　
近
馬
　
重
朋

　
中
野
　
秀
幸

　
中
場
　
重
祐

　
西
田
　
昭
徳

　
野
端
　
一
巳

　
畑
中
　
貴
治

　
林
田
　
雅
博

　
東
川
　
宏
嗣

　
藪
腰
　
光
男

　
山
田
　
好
則

■
清
間
区

　
伊
井
こ
ど
も
園
職
員
一
同

■
矢
地
区

　
角
谷
木
材
建
設
㈱

　
㈱
北
自
動
車
工
業

　
志
田
　
勝
治

　
白
崎
　
義
夫

　
南
部
　
隆
幸

　
細
川
　
秀
己

■
菅
野
区

　
角
田
　
政
弘

　
北
島
　
康
隆

　
㈱
共
栄
電
子

　
㈱
ヒ
デ
コ
ー

　
三
谷
セ
キ
サ
ン
㈱
金
津
工
場

　
宮
﨑
　
勝
代
士

　
渡
邊
　
秋
人

　
渡
辺
　
太
一

■
南
稲
越
区

　
浅
野
　
忠
義

■
中
川
区

　
伊
藤
　
昭
栄

　
柿
木
石
油
ス
タ
ン
ド

　
金
津
東
こ
ど
も
園

　
嶋
崎
　
一
哉

　
土
谷
　
千
寿
子

　
中
島
　
さ
ち
子

　
室
田
設
備
工
業
㈲

　
山
田
　
輝
男

■
東
田
中
区

　
ア
リ
ス
化
学
㈱

　
土
屋
　
久
子

■
瓜
生
区

　
牧
島
組
㈱

■
南
疋
田
区

　
山
元
　
智
英
美

　
吉
田
　
仁
美

■
北
疋
田
区

　
山
田
　
千
代
子

■
次
郎
丸
区

　
深
田
　
富
美
子

　
堀
江
　
与
史
朗

■
御
簾
尾
区

　
大
橋
　
成
孝

　
川
内
　
信
一

　
川
内
　
千
鶴
子

　
瀬
戸
　
弘
湧

　
坂
井
森
林
組
合

■
北
区

　
㈲
オ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
上
野

■
前
谷
区

　
伊
佐
田
　
一
美

　
加
藤
　
信
一

　
龍
田
　
嘉
信

　
谷
口
　
峰
夫

　
土
成
　
正
行

　
土
矢
　
啓
武

　
土
屋
　
勇
人

　
土
屋
　
紀
信

　
山
口
　
敏
男

　
山
本
　
信
証

　
吉
野
　
和
雄

　
吉
野
　
克
彦

　
吉
野
　
司
信

　
吉
野
　
則
夫

■
笹
岡
区

　
称
運
寺

　
三
上
　
秀
夫

　
山
下
　
義
夫

　
渡
辺
防
災

■
熊
坂
区

　
大
西
　
隆
夫

　
久
保
　
孝

　
熊
谷
　
直
久

　
竹
内
　
香
里

　
竹
内
　
幸
雄

　
竜
田
　
忠
則

　
竜
田
　
誠

　
三
上
　
進

　
三
上
　
洋

　
村
口
　
祐
一
郎

■
下
金
屋
区

　
大
田
　
和
男

　
㈱
学
園
不
動
産

　
北
本
　
美
代
子

　
西
田
　
哲
章

　
南
川
　
幸
一

　
南
川
　
文
導

　
宮
本
　
義
久

■
牛
ノ
谷
区

　
㈲
ア
ニ
ー

　
網
谷
　
洋
三

　
市
川
　
芳
子

　
伊
藤
　
正
義

　
稲
葉
　
義
夫

　
内
田
　
和
夫

　
黒
田
　
文
夫

　
小
川
　
絹
子

　
川
嶋
　
俊
一

　
阪
井
　
延
美
子

　
阪
口
　
ち
ず
え

　
佐
々
木
　
與

　
佐
々
木
　
幸
治
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高
崎
　
武
夫

　
竹
藤
　
よ
ね
子

　
谷
口
　
修

　
谷
口
　
正
範

　
㈲
谷
正

　
谷
本
　
繁
高

　
㈲
坪
田
鉄
工

　
坪
田
　
学
泰

　
坪
田
　
久
栄

　
原
松
　
千
代
子

　
福
屋
　
憲
三

　
前
川
　
前

　
松
本
　
英
二

　
山
崎
　
苗
美

　
山
本
　
一
次

　
吉
田
　
憲
一

　
吉
田
　
圭
吾

■
上
野
区

　
上
野
区

■
名
泉
郷
区

　
縣
　
好
博

　
稲
木
　
博
実

　
北
出
　
安
行

　
北
　
宜
隆

　
小
林
　
昌
嗣

　
左
髙
　
源
弘

　
柴
田
　
義
則

　
竹
下
　
邦
衛

　
仲
村
　
勲

　
西
出
　
進

　
長
谷
部
　
衛

　
馬
場
　
康
行

　
林
田
　
和
三

　
宗
京
　
正
治

　
㈲
名
泉
ホ
ー
ム

　
山
田
　
修

■
東
山
区

　
縣
　
昭
義

　
伊
戸
　
康
清

　
岡
﨑
　
昌

　
岡
崎
　
千
里

　
加
納
　
藤
吉
郎

　
城
戸
　
恒
彌

　
山
田
　
英
夫

　
渡
辺
　
哲
夫

■
後
山
区

　
石
田
　
継
治

　
川
﨑
　
雅
一
郎

　
佐
藤
　
康
裕

　
宗
石
　
公
彦

　
宗
石
　
忠
宏

　
宗
石
　
光
雄

　
宗
石
　
義
弘

■
鎌
谷
区

　
畑
　
寿
典

■
滝
区

　
坂
本
　
修

　
佐
藤
　
健
夫

　
山
﨑
　
長
吉
郎

■
青
ノ
木
区

　
今
藤
　
一
則

　
坂
下
　
強

　
㈱
杉
田
組

　
長
谷
川
　
忠
典

　
長
谷
川
　
ま
ゆ
み

■
宮
谷
区

　
砂
谷
　
秀
信

■
山
室
区

　
阪
藤
　
美
千
代

　
山
崎
　
茂
雄

　
山
崎
　
従
一

　
嶋
　
敏
子

　
田
端
　
誠
蔵

　
社
会
福
祉
法
人
つ
ぐ
み
福
祉
会

■
高
塚
区

　
旭
観
光
バ
ス
㈱

　
永
岡
　
光
博

　
ビ
ッ
グ
ベ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
高
塚
店

　
社
会
福
祉
法
人
悠
々
福
祉
会

■
清
王
区

　
朝
倉
　
忠
司

　
大
南
　
新
一

　
中
山
　
佑
一

■
柿
原
区

　
川
瀬
　
純
一
郎

　
川
瀬
　
範
雄

　
酒
井
　
喜
久
志

　
酒
井
　
新
一
郎

　
酒
井
　
敏
雄

　
佐
藤
　
清
美

　
佐
藤
　
照
夫

　
佐
藤
　
英
美

　
藤
川
　
一
男

　
藤
田
　
幸
久

　
堀
川
　
治
夫

　
見
神
　
利
夫

　
山
口
　
義
雄

■
指
中
区

　
酒
本
　
勝

■
嫁
威
区

　
浅
田
　
満

　
㈱
五
郎
川
電
機

　
坪
田
　
勝
久

　
橋
川
　
洋

■
日
の
出
区

　
齋
藤
　
豊
子

　
高
見
　
秋
義

■
吉
崎
地
区

　
相
茶
　
ひ
ろ
み

　
㈱
イ
ー
パ
ッ
ク

　
石
塚
　
郁
雄

　
石
塚
醤
油
店

　
大
家
　
英
博

　
金
津
　
裕
之

　
七
野
　
和
夫

　
末
富
　
攻

　
末
富
　
俊
明

　
道
の
駅
　
蓮
如
の
里
あ
わ
ら

　
山
下
　
和
子

　
湯
谷
　
茂
治

　
和
田
　
達
昭

■
坂
井
市

　
あ
わ
ら
三
国
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　
三
国
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

■
そ
の
他

　
あ
わ
ら
市
副
市
長

　
あ
わ
ら
市
教
育
長

　
あ
わ
ら
市
役
所
部
長
会

　
あ
わ
ら
市
役
所
課
長
会

　
あ
わ
ら
市
商
工
会

　
あ
わ
ら
市
明
る
い
社
会
づ
く
り
推
進
協
議
会

　
あ
わ
ら
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
あ
わ
ら
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
新
郷
地
区
区
長
会

　
細
呂
木
校
下
五
区
区
長
会

　
福
祉
推
進
員
カ
フ
ェ

　
細
呂
木
ほ
や
ほ
や
料
理
教
室

　
匿
名
の
皆
さ
ま

学
校
募
金

　
金
津
高
等
学
校

　
金
津
東
小
学
校

　
本
荘
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いちひめこども園の皆さまいちひめこども園の皆さま 三国ロータリークラブ様三国ロータリークラブ様
あわら商工あわら商工
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寄付・寄贈ありがとうございました

心よりお礼申し上げます。

フードドライブにご協力を
お願いいたします

令和７年２月１日～令和７年３月31日受付分

福井鋲螺株式会社  様 食料
匿名 50,000 円
匿名 4,000 円
篠崎　修  様 大豆
匿名 オムツ

このほか、匿名の個人の方々から食料や
オムツのご寄付をいただきました。

　いきいきテラスいちひめ（市姫荘）に募金箱
を設置しています。領収書を発行することもで
きますので、ご希望される方は窓口でお伝えく
ださい。

　ご寄付いただいた食料を生活にお困りの方等
にお渡しする事業を行っています。

　発行経費の高騰や、紙使用量削減への取り組
みの一環として、社協広報誌の発行回数を年６
回から年４回に変更します。ご理解のほどよろ
しくお願いいたします。
  発行月：年４回（４月・７月・11月・１月）

「ひだまり」は今年度より季刊になります

大船渡市大規模火災災害義援金
を受け付けています

引き続き皆さまのご協力をお願いします。
社協事務所で受け付けています。

みなさまのご協力をお願いいたします。

ご要望が多い食べ物
カップ麺・レトルト食品
缶詰・インスタント食品
※賞味期限が1か月以上残っている食品をお願いします。
※開封済みのもの、生鮮食品はご遠慮ください。

月～金 9：00〜17：00
会場：いきいきテラス
　　　いちひめ

月～金 9：00〜17：00
会場：いきいきテラス
　　　いちひめ

21日㈬ 13：00〜16：00
会場：いきいきテラス
　　　いちひめ

16日㈪ 13：00〜16：00
会場：湯のまち公民館

12日㈪ 13：30〜15：30
26日㈪ 13：30〜15：30
会場：いきいきテラス
　　　いちひめ

09日㈪ 13：30〜15：30
23日㈪ 13：30〜15：30
会場：いきいきテラス
　　　いちひめ

月～金 9：00〜17：00
会場：いきいきテラス
　　　いちひめ

16日㈬ 13：00〜16：00
会場：いきいきテラス
　　　いちひめ

14日㈪ 13：30〜15：30
28日㈪ 13：30〜15：30
会場：いきいきテラス
　　　いちひめ

５月

６月

５月

６月

５月

６月

７月 ７月
７月

インスタグラム フェイスブック X（旧ツイッター）

ホームページ

誰かに悩みを聞いてほしい

心配ごと相談
ひきこもり相談

気軽に弁護士に相談できます

無料法律相談
素敵なお相手探しに

結 婚 相 談

ひとりで悩まないで、まずは相談してみよう

発  行
  社会福祉法人 あわら市社会福祉協議会 

〒919-0621　あ わ ら 市 市 姫 二 丁 目 31 番 6 号 
TEL  0776–73–2253　FAX  0776–73–4542

　本ページでお知らせしたとおり、社協だより
「ひだまり」は今年度から発行回数が少なくな
ります。市民の皆さまに、丁寧で豊かに情報
をお届けしていけるように、インスタグラムな
どのSNSを活用した情報発信にも努めて
まいりますので、引き続きよろしく
お願いします。次号もお楽しみに！

---------------------------------------------------------------

---------------------------------------------------------------

---------------------------------------------------------------

---------------------------------------------------------------

-------------------------------------------------

------------------------------------------------

編集後記

＼SNSで ＃あわらのふくし 発信中。フォロー・いいね！お願いします／

あわら市社会福祉協議会
マスコットキャラクター

はるちゃん

この広報誌は、赤い羽根共同募金の配分を受けて発行しています。

※要予約（☎73-2253）
※要予約（☎73-2253）
※相談時間は一人20分です
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この事業は、赤い羽根共同募金の助成を受けて活動しています。

あわら市心身障害（児）者育成会

会員募集
一人ではできないことも、手をつなぐ仲間がいればできるかも。

あなたの困りごと、やりたいことはなんですか？

手をつなげば
楽しい！

手をつなげば
頑張れる！

手をつなげば
わかる・話せる！

レクリエーション 施設激励訪問 新春懇談会

問合せ あわら市心身障害 児 者育成会
（社会福祉法人あわら市社会福祉協議会内）
TEL 73－2253  FAX 73－4542

３,０００円年会費

障がいのある方の社会
参加訓練を兼ねて、研
修旅行を実施していま
す。ご家族での参加や、
車いすでの参加も可能
です。

県内各地の施設入所者
の皆さんを訪問し、激
励しています。

福祉制度・サービス
などの学習会と合わ
せて、学校や仕事、
将来のことなどを気
楽に話し合っていま
す。

知的障がいがある方
のご家族の皆

さんへ



仲間と一緒に出かけたい方、軽い運動をしたい方、生活の相談をする相手が欲しい方など、
年齢や障がいの種別は問いません。お互いを尊重しながら、幸せに暮らせる共生社会の推進を目指して、

私たちと一緒に活動する会員を募集しています。ぜひ気軽にお問合せください。

会 員 募 集
あわら市身体障害者福祉協会

問合せ・申込み あわら市身体障害者福祉協会（社会福祉法人あわら市社会福祉協議会内）
TEL 73−2253　FAX 73−4542

日帰り旅行

お楽しみ
芸能歓笑会

福井県障がい者
スポーツ大会

卓球バレー
体験教室

10月６月

８月

11月

年に一度、日帰りバス

の旅に出かけています。

今年は愛知県方面へ、

常滑焼体験の旅を企画

しています。

県内の障がい者

が集い、フライ

ングディスクや

卓球などの競技

を行っています。

どんな人も参加で

きるスポーツ「卓

球バレー」で親睦

を深めています。
音楽や演芸など

の文化鑑賞を、

会員の皆で楽し

んでいます。

対　　象

年 会 費

あわら市在住で身体障害者手帳をお持ちの方。
会員の家族やヘルパーなど介助者の方は準会員になることができます。

１,５００円
この事業は、赤い羽根共同募金の助成を受けて活動しています。


